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５
月
18
日（
火
）、
鶴
居
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
第
15
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
総
会
は
、
５
月
16
日
に
発
令
さ
れ
た

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
昨
年
同
様
、
書

面
で
の
議
決
権
行
使
を
推
奨
し
、
出
席
さ

れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
指
の
消
毒
、
受
付
時
の
体
温
測
定

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
に
最
大
限
配
慮
し
た
上
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領

を
斉
唱
後
、
武
藤
組
合
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
仮
議
長
で
あ
る
組

合
長
が
、
議
長
に
白
糠
地
区
・
對
木
隆
司

氏
、
副
議
長
に
幌
呂
地
区
・
藤
澤　

誠
氏

を
指
名
し
ま
し
た
。

　

對
木
議
長
よ
り
、
正
組
合
員
総
数
３
３

７
名
に
対
し
、
出
席
組
合
員
数
２
９
１
名

（
本
人
出
席
18
名
、
代
理
人
出
席
２
名
、

書
面
議
決
２
７
１
名
）
に
よ
り
本
総
会
は

成
立
し
た
事
が
告
げ
ら
れ
、
議
事
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
報
告
、
議
案
第
１
号
か
ら
議
案
第

７
号
迄
、
及
び
報
告
事
項
に
つ
い
て
順
次

上
程
さ
れ
、
提
案
事
項
は
全
件
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

組
合
員
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
の
ご
支
援
な

ど
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
も
当
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に
、
よ

り
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第15回 釧路丹頂農業協同組合通常総会

閉会挨拶をする千葉専務 議事進行をする對木議長（左）と藤澤副議長（右）

議案説明をする坂本参事監事監査報告をする齊藤代表監事
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第
15
回
通
常
総
会
開
会
に
あ
た
り
、
一
言

御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り
全
国
的
な
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
事
も
あ
り
、
書
面
で

の
議
決
権
行
使
を
推
奨
し
な
が
ら
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
組
合
員
一
同
の
出

席
を
頂
き
、
農
協
の
考
え
方
・
事
業
の
推
進

方
向
を
理
解
し
て
頂
き
た
く
、
通
常
開
催
を

予
定
し
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
こ
こ
へ
来
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

変
異
株
の
出
現
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
等

に
よ
り
、
は
な
は
だ
残
念
で
す
が
昨
年
同
様

の
ス
タ
イ
ル
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
事
を

御
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
全

国
の
学
校
が
一
斉
休
校
と
な
り
、
１
日
１
千

８
０
０
ｔ
も
の
牛
乳
の
消
費
が
一
気
に
消
失

し
ま
し
た
。
業
務
用
乳
製
品
需
要
の
大
幅
な

減
少
、
脱
粉
・
バ
タ
ー
在
庫
の
大
幅
な
積
み

増
し
等
、
需
給
緩
和
が
一
気
に
進
み
、
生
乳

廃
棄
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招
き
か
ね
な
い

危
機
に
陥
り
ま
し
た
。
し
か
し
政
府
の
迅
速

な
対
応
や
指
定
団
体
と
乳
業
界
が
連
携
し
、

多
く
の
消
費
者
や
各
地
方
自
治
体
の
応
援
を

頂
き
、
生
乳
を
一
滴
残
ら
ず
出
荷
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
オ
ー
ル
北
海
道
で
の
取
り
組

み
で
あ
り
ま
す
、
生
乳
共
販
体
制
が
コ
ロ
ナ

禍
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
改
め
て
指
定

団
体
が
担
う
需
給
調
整
機
能
の
重
要
性
を
認

識
さ
せ
ら
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
経
営
は
「
第
３
次
地
域
農
業
振
興
計

画
・
Ｊ
Ａ
中
期
計
画
」
の
２
年
次
を
向
か
え
、

機
構
改
革
に
よ
る
事
業
別
事
業
部
制
の
導

入
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
長
期
化
に
よ
る

収
支
悪
化
を
見
据
え
、
音
別
支
店
・
幌
呂
支

店
を
効
率
化
店
舗
へ
の
移
行
、
ま
た
不
採
算

が
恒
常
化
し
て
い
る
生
活
店
舗
事
業
の
収
支

改
善
を
図
る
為
、音
別
店
・
鶴
居
店
の
Ａ
マ
ー

ト
化
へ
の
取
り
組
み
を
致
し
ま
し
た
。
農
家

経
営
を
支
え
る
対
策
と
し
て
、
草
地
更
新
へ

の
上
乗
せ
助
成
、
生
乳
生
産
基
盤
緊
急
対
策

事
業
に
１
億
円
強
の
融
資
、サ
ル
モ
ネ
ラ
症
・

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
感
染
症
損
害
支
援
事
業
、

発
電
機
導
入
設
置
助
成
事
業
、
農
業
施
設
拡

大
支
援
事
業
、
搾
乳
シ
ス
テ
ム
改
善
支
援
事

業
、
新
規
就
農
担
い
手
対
策
サ
ポ
ー
ト
事
業

等
に
併
せ
て
１
千
万
円
強
、
高
品
質
乳
出
荷

奨
励
事
業
に
約
５
千
万
円
の
支
援
を
講
じ
た

結
果
、
当
年
度
事
業
利
益
は
８
千
１
０
０
万

円
と
な
り
、
税
引
後
当
期
剰
余
金
、
７
千
２

０
０
万
円
を
計
上
し
、
剰
余
金
処
分
に
よ
り

所
要
の
内
部
留
保
の
他
、特
別
配
当
と
し
て
、

購
買
事
業
飼
料
取
扱
高
に
対
し
２
％
の
組
合

員
還
元
を
措
置
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
改

め
ま
し
て
組
合
員
の
皆
様
は
じ
め
、
関
係
各

位
の
皆
様
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後
の

広
が
り
が
非
常
に
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
あ

り
、
な
か
な
か
先
が
読
め
な
い
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
当
農
協
の
生
乳
生
産
計
画
数
量
は

10
万
５
千
９
６
２
ト
ン
（
前
年
度
実
績
対
比

１
０
３
．３
％
）
に
設
定
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は「
第
３
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・

Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画
」
の
３
年
目
に
当
た
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
計
画
達
成
に
向
け
事
業
推

進
を
計
っ
て
参
り
ま
す
。
新
規
就
農
候
補
者

の
就
農
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
他
、
音
白

地
区
乳
検
ヘ
ル
パ
ー
事
務
局
を
合
同
化
し
事

務
の
効
率
化
を
計
り
ま
す
。
畜
産
部
門
に
お

き
ま
し
て
は
育
成
牧
場
新
設
に
向
け
、
取
り

組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
購
買
部
門
に
お

き
ま
し
て
は
Ａ
マ
ー
ト
移
行
２
年
目
を
迎

え
、
よ
り
一
層
内
容
改
善
に
努
め
ま
す
。
金

融
部
門
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
効
率
化
店

舗
へ
移
行
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
収
支
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
に
基
づ
き
店
舗
の

有
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

　

今
世
界
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可
能
な
開
発

目
標
を
掲
げ
、
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
誰
も
取

り
残
さ
な
い
」
で
す
。
ま
さ
に
我
々
農
業
協

同
組
合
が
目
指
す
姿
そ
の
も
の
で
す
。
特
に

酪
農
産
業
が
貢
献
出
来
る
部
門
は
、
経
済
社

会
・
環
境
分
野
に
お
い
て
多
種
多
様
で
あ
り

ま
す
。
今
こ
そ
一
人
一
人
が
手
を
取
り
合
っ

て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
頑
張
る
時
だ
と
考
え

ま
す
。

　

今
年
の
総
会
も
残
念
な
が
ら
、
こ
の
様
な

形
で
の
開
催
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ど
う
か
今
一
度
農
業
協
同
組
合
精
神
の
原
点

に
立
ち
返
っ
て
持
続
可
能
な
農
業
経
営
・
地

域
社
会
実
現
に
向
け
邁
進
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

　

改
め
ま
し
て
、
御
参
加
頂
き
ま
し
た
組
合

員
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
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回 

通
常
総
会
挨
拶

（
要
旨
）

代表理事組合長
武　藤　清　隆



　

通
常
総
会
開
会
前
に
、
全
国

農
業
協
同
組
合
中
央
会
よ
り
特

別
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
瀧

澤
会
長
へ
記
念
品
贈
呈
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
永
年
に
わ
た
り
北

海
道
、
地
域
農
業
並
び
に
農
業

協
同
組
合
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
者
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

武
藤
組
合
長
か
ら
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
、瀧
澤
会
長
よ
り「
合

併
後
の
大
変
な
時
期
に
９
年
間

ほ
ぼ
地
元
を
離
れ
、
連
合
会
活

動
に
専
念
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
組
合
員
、
役
職
員
の
皆
様

に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
農
業
発
展
の
為
、

益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

瀧澤会長全中より特別功労賞を受賞!!

挨拶をする瀧澤会長
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　 後列左上から、平田理事、斉藤理事、永吉監事
　 前列左から小野田会長、江崎副会長

　　　後列左上から、稲田理事、渋谷監事、藤原理事
　　　前列左から菊地組合長、手塚副組合長

　

４
月
30
日
、
幌
呂
事
務

所
で
第
15
回
釧
路
丹
頂
農

協
馬
事
振
興
会
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
江
崎
勝

三
会
長
は
、「
本
日
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
で
大
変
な
時
期
と
い
う

事
で
出
席
会
員
数
が
少
な

い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息

す
れ
ば
、
ま
た
先
へ
と
進

ん
で
い
け
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
時
は
皆
様
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

令
和
３
年
度
事
業
計
画
他

に
つ
い
て
書
面
議
決
等
に

よ
り
全
議
案
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

役
員
の
選
任
で
は
、
新

会
長
に
小
野
田
喜
一
さ
ん

が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
は

上
記
の
通
り
決
定
し
、
総

会
は
滞
り
な
く
終
了
致
し

ま
し
た
。

　

５
月
10
日
、
幌
呂
事
務

所
で
第
９
回
釧
路
丹
頂
和

牛
改
良
組
合
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
菊
地
和

広
組
合
長
は
、「
昨
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

為
、
当
組
合
の
活
動
も
思

う
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

北
海
道
の
和
牛
の
生
産
は

増
え
て
き
て
い
る
の
で
、

こ
の
厳
し
い
状
況
を
乗
り

切
っ
た
先
に
は
生
産
基
地

と
し
て
の
優
位
性
を
生
か

し
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
当
組
合

も
質
、
量
と
も
に
向
上
し

て
い
け
る
よ
う
皆
様
と
協

力
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
、
令
和
３

年
度
事
業
計
画
他
に
つ
い

て
書
面
議
決
等
に
よ
り
全

議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
の
選
任
で
は
、
上

記
の
通
り
組
合
長
の
菊
地

和
広
さ
ん
他
全
役
員
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

釧路丹頂農協馬事振興会新役員

会　長 小野田　喜　一 音　別

副会長 江　崎　勝　三 白　糠

理　事 平　田　忠　幸 鶴　居

〃 斉　藤　実　稔 幌　呂

監　事 佐　藤　浩　一 音　別

〃 永　吉　豊　志 幌　呂

釧路丹頂和牛改良組合新役員

組 合 長 菊　地　和　広 鶴　居

副組合長 手　塚　信　幸 〃

理　　事 藤　原　雅　敏 〃

〃 稲　田　隆　一 白　糠

監　　事 渋　谷　忠　裕 鶴　居

〃 渡　辺　　　等 音　別

釧路丹頂農協馬事振興会 通常総会

釧路丹頂和牛改良組合 通常総会

4



　

５
月
31
日
、
鶴
居
事
務
所
で

令
和
３
年
度
新
規
就
農
者
（
後

継
者
）
へ
の
激
励
状
の
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
激
励
状
の
贈
呈
は
、
新

規
就
農
者
や
後
継
者
を
対
象

に
、
北
海
道
の
農
業
・
農
村
を

担
う
一
員
と
し
て
、
英
知
と
努

力
を
も
っ
て
農
業
に
意
欲
的
に

取
組
む
こ
と
を
期
待
し
、
Ｊ
Ａ

北
海
道
グ
ル
ー
プ
が
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
前
島
拓
斗
さ
ん
（
白

糠
）、
筥
嵜
大
輔
さ
ん
（
音
別
）

の
２
名
に
武
藤
組
合
長
よ
り
激

励
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
二

人
の
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

令和3年度 新規就農者へ激励状を贈呈!!

前島拓斗さん（左）と筥嵜大輔さん（右）

武藤組合長より激励状を贈呈

本日つくった作品の数々

作品を手に記念写真‼

皆さん真剣に取組んでます

　

５
月
21
日
（
金
）、
女
性

部
音
別
支
部
主
催
で
、
も
の

作
り
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
習
会
に
は
６
名
の
部
員

が
参
加
し
、
音
別
町
行
政
セ

ン
タ
ー
よ
り
釧
路
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
本
間
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
音
別
町
の
特

産
品
で
あ
る
蕗
の
皮
を
原
料

と
し
た
和
紙
「
富
貴
紙
」
を

使
用
し
た
し
お
り
や
、
ご
祝

儀
袋
等
を
楽
し
み
な
が
ら
作

成
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
自
分
の
作
成
し
た

作
品
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を

し
、
楽
し
い
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

女性部音別支部 もの作り講習会 開催!!
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　ミルカーの搾乳性能は、搾乳中に乳頭に供給される真空度が⼀定の範囲で安定している性能です。
　その搾乳性能を評価する時に、⾒た目で分かることと分からないことがあります。現ミルカー点検
法は、⾒た目で分からない搾乳性能を数値化して評価するのが目的です。⼀⽅、⾒た目で分かる搾乳
の阻害要因は、⾒た目で分かるほどですから単純なことばかりです。しかし、単純であればあるほど、
搾乳に与える影響が⼤きいことを理解してください。
　我々が直⾯している乳房炎の問題を、⼀定程度克服するためには投資が必要です。新しいミルカー
を導⼊する、当⾯を乗り切るために改善・調整をする、替えた⽅が良いと⾔われた部品は交換するな
どです。
　⼀⽅、ミルカー点検によって指摘された要改善・調整事項を解決するために投資を⾏う効果は次の
とおりです。
①乳房炎で失う乳を減らすことで出荷乳量が増える。
②乳房炎の⽜が減ることで酪農家のストレスが減る。
③結果として、利益が増える。
　ミルカー点検は、この３つの効果を実現する出発点でもあります。

農業経済４KプロジェクトよりJAくしろ丹頂

生産者向け情報　～ミルカ―点検を活かすために～

　ＪＡくしろ丹頂では、⽣産者の搾乳システム改善のための投資の⼀助とすべく、下記事業を実施し
ております。ぜひミルカー点検実施の際に、要改善事項を指摘された場合は本事業の活用をご検討く
ださい。

搾乳システム改善支援事業（JAくしろ丹頂）

■搾乳システムの不具合が⽣乳⽣産ロス（廃棄乳や淘汰⽜の増加）につながっています。
　そこで、本事業では搾乳システムの更新や修繕にかかる費用の⼀部を助成し、搾乳環境の向
上による泌乳能⼒の最⼤発揮や乳⽜の供用年数の延⻑を後押しし、もって⽣乳⽣産量の増加と
農家経済の安定を図る事を目的としています。

■令和２年５⽉15⽇〜令和５年２⽉28⽇までの３か年間実施します。

■事業費の30％を助成します。
　但し、事業期間中（３か年）で50万円/⼾を上限とします。

■搾乳システムに関する下記2項目の費用（工事費含む）の⼀部を助成します。
項　　　目 対象機器・対象工事

①搾乳システムの更新・部品交換 ⽜乳配管、真空配管、調圧器、真空ポンプ、パルセーター
真空計、ミルククロー、搾乳ユニット、ミルクタップ、
自動離脱装置、レシーバージャー、ミルクポンプなど

②搾乳システムの修繕・改修工事 配管の勾配異常、配管の曲がり、エア漏れ、調圧器の設置異常、
ミルクインレットの角度異常 などを改善する工事

※１．消耗品、冷却関連、洗浄システム関連は対象外とします。
※２．事業費２０万円未満は助成対象外とします。

事業の目的

事業の目的

事業の期間

事業の期間
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　これまで酪農家の皆様に指定団体へ結束し
ていただき、一元集荷・多元販売のもと、その
機能を最大限発揮し、酪農経営の安定や消費
者の皆様への牛乳・乳製品の安定供給に努め
てまいりました。
　一方で、平成30年4月の畜安法改正以降、
いわゆる「いいとこどり」などの事例が発生し、
共販体制や酪農家間の公平性等について、懸
念される事態が発生している状況にあります。
　これからも、北海道酪農の持続的な発展、そ
して牛乳・乳製品の安定供給を実現するため
には、引き続き酪農家の皆様が指定団体に結
束いただき、その機能をこれまで以上に発揮し
ていくことが重要です。
　指定団体の機能を改めて紹介します。

北海道酪農の持続的発展へ、重  要性増す
一元集荷・多元販売とは？

指定団体が酪農家の生乳を一手に集荷し、まとまった量をもって交
渉することで価格交渉力を強化できます。

変質しやすい生乳は毎日処理できる体制が必要な一方で、生乳の需要は季節や気温等で日々変化しま
す。指定団体は用途別販売を通じ、乳業メーカー、関係機関と連携し、生乳生産量や市場動向を踏まえ
て生乳を販売することで、生乳の完全販売を実現するとともに、取引乳価の安定や牛乳・乳製品の安
定供給に寄与しています。

指定団体がまとめて生乳を輸送し、効率化することで輸送コストを削減
できます。

A. 完全販売と取引乳価の安定

需給緩和

B. 安定供給

相対取引の場合 指定団体を通じた場合

指定団体

相対取引では、生乳の特性や経
営規模の差により、価格交渉上不
利な立場

収入減、生乳廃棄の恐れも…

条件の異なる酪農家が
バラバラで送乳するのは
非効率で高コスト

指定団体がまとめて集送乳すれば
効率的でコストも削減

指定団体に生乳をまとめることで、
取引量を増やし、価格交渉力を強化

各乳業メーカーと連携して、保存の効く乳製品向に処
理することで、生乳処理と生産者の所得確保に努める

酪農家A 酪農家B 酪農家C 酪農家A

工場近郊の酪農家 工場近郊の酪農家

工場近郊の酪農家

沿岸部の酪農家

○乳業

山間部の酪農家

山間部の
酪農家

△乳業

飲用工場

飲用工場

乳製品工場
〈都市部等〉

乳製品工場

△乳業

酪農家B 酪農家C

需給調整機能が無いと… 指定団体～一元集荷・多元販売～ 需給調整機能が
無いと…

指定団体を通した広域的な
需給調整機能

○乳業

指

定団体による集送乳
冷夏

猛暑

→完全販売、取引乳価の安定 →牛乳・乳製品の安定供給

集送乳コストの削減

飲
用
向

飲
用
向

脱
バ
向

チ
ー
ズ
向

牛乳
売れないよ

需給緩和
冷夏 牛乳

売れないよ

¥

¥

¥

指
定
団
体

全
農

猛暑

牛乳が
十分に
つくれない

牛乳が
売ってない

乳
量

乳
量

ホクレンホクレン

東北
指定団体

東北
指定団体

全国の
指定団体に
生乳をオーダー

指
定
団
体

飲用向

生乳（道外移出）

脱バ向

生クリーム等向

チーズ向

牛乳

お菓子

生クリーム

ケーキ

バター

　酪農家の生乳をまとめて集荷 一元集荷 し、多様な用途で様々な乳業に販売すること  多元販売  
をいいます。指定団体はこのシステムにより、「価格交渉力強化」「需給調整機能」「集送乳の合理
化」などの機能を最大限発揮することが可能となります。

一元集荷 多元販売

需給調整機能 価格交渉力強化

機能❷　集送乳合理化によるコスト削減機能❶　価格交渉力の強化

機能❸ 用途別販売を通じた
需給調整機能

北海道酪農の持続的発展へ、重  要性増す
酪農家に支払う乳代は、酪農家ごとの生乳の成分量（FAT量、SNF量）、体
細胞数、生菌数の基準によって、決まります。これによって、全道どこでも同
じ基準での乳代が支払われることが可能となり、酪農家は北海道のどの地
域で営農していても公平性が確保されます。

酪農家、農協、関係団体が一丸と
なって、安全・安心な生乳供給に
向けた取り組みを行い、世界に誇
る生乳品質を確保するとともに、
「ミルクランド北海道」をシンボル
マークとして、酪農家の拠出金に
よって北海道産牛乳・乳製品のブ
ランド力強化、北海道酪農への理
解醸成を図り、生産者が安定的に
生乳生産に取り組める環境を整え
ています。

販売した生乳代金を確実に酪農家の皆様へお支払いするため、
取引先との信頼関係を築くとともに、必要に応じて債権保全措
置を講じながら、販売代金の回収を確実にし、販売した翌月に
は生乳代金をお支払いします。

予期せぬ災害や事故などで乳業工場が停止した時にも、指定団体が関係団体と連携し、完全販売に努
めています。日頃から酪農家、JA、乳業メーカーと信頼関係を築き、いざという時のために体制を整え
ています。

飲用工場の多い地区と乳製
品工場の多い地区で乳価差
が発生

債
権
保
全
の
な
い
場
合

指
定
団
体
を
通
じ
た
場
合

出荷工場ごとに
乳代が決まると… 指定団体の場合

→酪農家の公平性を確保 →生産者への確実な
　生乳代金のお支払い

→北海道酪農のファンを増やし、
　安心して生乳生産に取り組める環境

→北海道産牛乳・乳製品のブランド力向上
　北海道酪農の理解醸成

熊本県内の
4工場が
操業停止

生乳の受入れ
が不可能に

被災被災

全道統一のルールで乳価決定
¥

取引先の乳業メーカーの資金繰りが
厳しくて、生乳代金が入らない。

生乳

¥

生乳

生乳
指
定
団
体

¥

信頼関係信頼関係

取引先の財務状況は大丈夫かな？
信用あるメーカーと取引するととも
に、必要に応じて債権保全措置を
取っておこう。

平成28年４月に発生した
熊本地震では、
全国の指定団体が連携し、
送乳車両の派遣など、
現地の集乳および域外の
乳業工場へ配乳を行い、
生乳の廃棄を最小限に抑制。

道路の寸断道路の寸断

指定団体が域外の乳業工場へ配乳

みんなで安全・安心で
高品質な北海道産
　　　生乳をつくって
　　　　いこう！

迂回路等に
より集乳

安定的な集送乳を
行うため、全国の
指定団体が連携。
（ホクレンでは、のべ87
台（16日間）の輸送車両
と運転手の輸送協力）

指定団体（九州生乳販連）

指定団体

【生乳の成分量（FAT量、SNF量）、体細胞数、生菌数】

債権保全

北海道の
牛乳・乳製品
っていいね！

指定団体の機能
機能❹　共同計算による酪農家の公平性確保 機能❺　取引先の安定性・債権保全

機能❼　生乳の安全・安心確保と高品質化による北海道ブランドの構築　

機能❻ 災害や事故等に
おける迅速な対応

４ ５November.2020 北 海 道 指 定 生 乳 生 産 者 団 体 情 報 Vol. 263 November.2020北 海 道 指 定 生 乳 生 産 者 団 体 情 報 Vol. 263
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マークとして、酪農家の拠出金に
よって北海道産牛乳・乳製品のブ
ランド力強化、北海道酪農への理
解醸成を図り、生産者が安定的に
生乳生産に取り組める環境を整え
ています。

販売した生乳代金を確実に酪農家の皆様へお支払いするため、
取引先との信頼関係を築くとともに、必要に応じて債権保全措
置を講じながら、販売代金の回収を確実にし、販売した翌月に
は生乳代金をお支払いします。

予期せぬ災害や事故などで乳業工場が停止した時にも、指定団体が関係団体と連携し、完全販売に努
めています。日頃から酪農家、JA、乳業メーカーと信頼関係を築き、いざという時のために体制を整え
ています。

飲用工場の多い地区と乳製
品工場の多い地区で乳価差
が発生

債
権
保
全
の
な
い
場
合

指
定
団
体
を
通
じ
た
場
合

出荷工場ごとに
乳代が決まると… 指定団体の場合

→酪農家の公平性を確保 →生産者への確実な
　生乳代金のお支払い

→北海道酪農のファンを増やし、
　安心して生乳生産に取り組める環境

→北海道産牛乳・乳製品のブランド力向上
　北海道酪農の理解醸成

熊本県内の
4工場が
操業停止

生乳の受入れ
が不可能に

被災被災

全道統一のルールで乳価決定
¥

取引先の乳業メーカーの資金繰りが
厳しくて、生乳代金が入らない。

生乳

¥

生乳

生乳
指
定
団
体

¥

信頼関係信頼関係

取引先の財務状況は大丈夫かな？
信用あるメーカーと取引するととも
に、必要に応じて債権保全措置を
取っておこう。

平成28年４月に発生した
熊本地震では、
全国の指定団体が連携し、
送乳車両の派遣など、
現地の集乳および域外の
乳業工場へ配乳を行い、
生乳の廃棄を最小限に抑制。

道路の寸断道路の寸断

指定団体が域外の乳業工場へ配乳

みんなで安全・安心で
高品質な北海道産
　　　生乳をつくって
　　　　いこう！

迂回路等に
より集乳

安定的な集送乳を
行うため、全国の
指定団体が連携。
（ホクレンでは、のべ87
台（16日間）の輸送車両
と運転手の輸送協力）

指定団体（九州生乳販連）

指定団体

【生乳の成分量（FAT量、SNF量）、体細胞数、生菌数】

債権保全

北海道の
牛乳・乳製品
っていいね！

指定団体の機能
機能❹　共同計算による酪農家の公平性確保 機能❺　取引先の安定性・債権保全

機能❼　生乳の安全・安心確保と高品質化による北海道ブランドの構築　

機能❻ 災害や事故等に
おける迅速な対応

４ ５November.2020 北 海 道 指 定 生 乳 生 産 者 団 体 情 報 Vol. 263 November.2020北 海 道 指 定 生 乳 生 産 者 団 体 情 報 Vol. 263
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

酪
農
場
に
は
様
々
な
有
害
昆
虫
が

い
ま
す
。
中
で
も
生
産
者
を
困
ら
せ

る
害
虫
の
一
つ
に
「
ハ
エ
」
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

ハ
エ
は
牛
に
対
し
て
不
快
感
や
ス

ト
レ
ス
を
与
え
、
乳
量
や
増
体
率
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
吸
血

性
の
ハ
エ
は
、
乳
房
炎
や
牛
白
血
病

な
ど
の
疾
病
を
媒
介
し
、
生
産
性
の

低
下
を
も
た
ら
し
ま
す
。

１�

．
ハ
エ
の
分
類

　

酪
農
場
で
見
ら
れ
る
有
害
な
ハ
エ

を
、
加
害
様
式
で
分
類
す
る
と
吸
血

性
（
刺
咬
性
）
と
非
吸
血
性
（
非
刺

咬
性
）
に
分
け
ら
れ
、
今
回
は
サ
シ

バ
エ
と
イ
エ
バ
エ
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
（
写
真
１
）。

①
サ
シ
バ
エ

　

サ
シ
バ
エ
は
吸
血
性
の
昆
虫
で
、

雌
雄
共
に
吸
血
を
行
い
ま
す
。
北
海

道
で
は
６
月
上
旬
か
ら
10
月
頃
ま
で

成
虫
が
発
生
し
、
特
に
晩
夏
か
ら
秋

が
発
生
の
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。
幼

虫
は
お
も
に
、
堆
肥
舎
や
放
牧
地
の

牛
糞
上
に
生
息
し
、
成
虫
に
な
る
と

牛
舎
や
放
牧
地
の
牛
に
寄
生
し
ま
す
。

ま
た
休
息
時
は
、
近
隣
の
雑
草
で
過

ご
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
イ
エ
バ
エ

　

イ
エ
バ
エ
は
非
吸
血
性
で
、
牛
に

集
ま
る
ハ
エ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
雌
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
生
時
期
は
サ

シ
バ
エ
と
同
様
に
６
月
上
旬
か
ら
成

虫
が
発
生
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
生

息
し
ま
す
。

２�

．
ハ
エ
対
策

　

ハ
エ
駆
除
の
対
象
と
し
て
重
要
な

の
は
、
成
虫
よ
り
も
数
的
割
合
が
高

い
卵
や
幼
虫
に
な
り
ま
す
（
図
１
）。

　

卵
や
幼
虫
対
策
を
行
い
、
最
後
に

成
虫
対
策
を
す
る
こ
と
で
密
度
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
な

方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

【
卵
・
幼
虫
対
策
】

①
堆
肥
の
適
切
な
切
り
返
し

　

堆
肥
の
発
酵
熱
が
50
℃
以
上
で
、

幼
虫
の
致
死
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

適
度
に
切
り
返
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
清
潔
な
状
態
の
維
持

　

ハ
エ
は
蓄
積
さ
れ
た
糞
や
飼
料
残

渣
な
ど
に
産
卵
し
ま
す
。
水
槽
廻
り

や
敷
料
下
層
部
、
処
理
室
は
特
に
清

掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
殺
虫
剤
散
布
（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
剤
）

　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
剤
は
幼
虫
の
発
育
を
阻
害

す
る
殺
虫
剤
で
、
粒
や
顆
粒
状
の
製

品
が
多
い
で
す
。
成
虫
へ
の
効
果
は

期
待
で
き
な
い
の
で
、
ハ
エ
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
、
幼
虫
が

発
生
す
る
時
期
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
成
虫
対
策
】

①
粘
着
シ
ー
ト
の
設
置

　

ハ
エ
取
り
用
粘
着
シ
ー
ト
を
牛
舎

と
外
部
と
の
境
界
部
分
や
飼
槽
付
近

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
地
上
高
１
ｍ

以
内
へ
の
設
置
が
効
果
的
で
す
。

②
牛
舎
周
辺
の
草
刈
り

　

前
述
の
よ
う
に
、
サ
シ
バ
エ
は
草

む
ら
で
休
息
す
る
こ
と
か
ら
、
周
辺

の
雑
草
を
刈
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

③
殺
虫
剤
散
布
（
成
虫
用
）

　

ハ
エ
の
成
虫
は
、
有
機
リ
ン
や
合

成
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
系
統

の
殺
虫
剤
が
効
果
的
で
す
。
牛
体
散

布
の
可
否
や
休
薬
期
間
を
必
ず
確
認

し
、薬
剤
に
添
付
さ
れ
て
い
る
用
量
・

用
法
を
守
っ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
で
は
殺
虫
剤
散
布
を
業
者
に

委
託
し
、
ジ
ェ
ッ
ト
煙
霧
機
で
散
布

す
る
方
も
い
ま
す
（
写
真
２
）。

３
．
さ
い
ご
に

　

ハ
エ
対
策
は
成
虫
が
見
え
る
前
の

春
先
か
ら
予
防
的
に
対
策
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

疑
問
が
あ
れ
ば
普
及
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　

  

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
　

  

は
こ
ち
ら
→

ハ
エ
対
策
に
つ
い
て

図１ 早い駆除が重要

写真２　ジェット煙霧機

写真１ 左：サシバエ　右：イエバエ
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辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属
山本　　悟 管 理 部 管理課企画管理係長 管 理 部 管理課経理電算係長兼監査室監査係
成戸　道典 管 理 部 管理課経理電算係長兼監査室監査係 管 理 部 管理課経理電算係兼企画管理係
大谷結衣菜 管 理 部 管理課経理電算係兼企画管理係 管 理 部 管理課経理電算係
高橋　伸幸 管理部付出向 鶴居村乳牛検定組合・鶴居村酪農ヘルパー利用組合 購 買 部 生活課長
松原　洋子 金融共済部 本店金融課金融係 金融共済部 幌呂支店金融共済課金融共済係
北村　千春 金融共済部 本店金融課金融係 金融共済部 音別支店金融共済課金融共済係
増川　純仁 金融共済部 本店融資課長 営 農 部 農業支援課長兼管理部融資審査課長
野々村典亮 金融共済部 本店共済課共済係長兼共済推進係長 金融共済部 本店共済課共済推進係長
長屋　快斗 金融共済部 本店共済課共済推進係 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係
北川　和美 金融共済部 幌呂支店金融共済課金融共済係 金融共済部 本店金融課金融係
矢部　哲也 金融共済部 白糠支店金融共済課長兼総務係長 金融共済部 白糠支店金融共済課長
藤原　静雄 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係長 金融共済部 本店共済課共済係長
鈴木久美子 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係 金融共済部 本店金融課金融係
八木　優紀 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係兼総務係 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係
手塚　　恵 金融共済部 音別支店金融共済課金融共済係 金融共済部 白糠支店金融共済課金融共済係兼総務係
眞鍋　隆宏 営 農 部 農業振興課農業振興係 営 農 部 白糠営農課農業振興・支援係兼営農相談係兼

音白ヘルパー・乳検組合合同事務局準備室係
鈴木　郁也 営 農 部 農業支援課長兼管理部融資審査課長 営 農 部 営農相談課営農相談係長
高橋　　綾 営 農 部 農業支援課農業支援係長兼管理部 融資審査課融資審査係長 営 農 部 農業支援課農業支援係長
田中　郁尚 営 農 部 営農相談課長兼営農相談係長 営 農 部 営農相談課長
久保田幸彦 営 農 部 白糠営農課農業振興・支援係長 営 農 部 管理課企画管理係長兼融資審査課融資審査係長
髙野　明徳 営 農 部 白糠営農課営農相談係長 営 農 部 白糠営農課営農相談係長兼農業振興・支援係長
辻野　忠志 営 農 部 白糠営農課営農相談係兼農業振興・支援係 営 農 部 白糠営農課農業振興・支援係兼営農相談係兼

音白ヘルパー・乳検組合合同事務局準備室係
大石　雅明 営 農 部 音別営農課長 営 農 部 音別営農課長兼音別地区乳牛検定委員会事務局長
野々村峻彦 営 農 部 音別営農課営農相談係長兼農業振興・支援係長 営 農 部 音別営農課営農相談係長兼農業振興・支援係長

兼音白ヘルパー・乳検組合合同事務局準備室係
松本　典子 営 農 部 音別営農課農業振興・支援係兼営農相談係 営 農 部 音別営農課営農相談係兼農業振興・支援係
石渡　正志 営 農 部 音白酪農ヘルパー利用組合・乳牛検定組合合同事務局審査役 営 農 部 音白へルパー・乳検組合合同事務局準備室長
林　　稔和 営 農 部 音白酪農ヘルパー利用組合・乳牛検定組合合同事務局 畜産生産部 販売課販売係（音・白担当）
髙野　早苗 営 農 部 音白酪農ヘルパー利用組合・乳牛検組合合同

事務局兼営農部　音別営農課農業振興・支援係 営 農 部 音別営農課音別地区乳牛検定委員会兼農業振興・支
援係兼音白ヘルパー・乳検組合合同事務局準備室係

山岸　教平 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当） 畜産生産部 販売課幌呂育成牧場係
竹田　颯斗 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（音・白担当） 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当）
遠藤　悠人 畜産生産部 家畜改良課家畜改良係（音・白担当） 営 農 部 音別営農課農業振興・支援係兼営農相談係
小野寺淳子 畜産生産部 販売課販売係（鶴・幌担当） 畜産生産部 販売課販売係（鶴・幌担当）兼家畜改良課家畜改良係（鶴・幌担当）
山本　将平 畜産生産部 販売課販売係（音・白担当） 購 買 部 燃料課鶴居給油所係
武田　早苗 畜産生産部 販売課販売係（音・白担当）兼　　

家畜改良課家畜改良係（音・白担当） （正職員）畜産生産部 販売課販売係（音・白担当）兼　　　
家畜改良課家畜改良係（音・白担当） （準職員）

木村　　翔 畜産生産部 販売課幌呂育成牧場係 営 農 部 農業振興課農業振興係
八木澤祐樹 購 買 部 生産資材課長 金融共済部 本店融資課長
村井　海渡 購 買 部 生産資材課幌呂店係兼生活課幌呂店係 営 農 部 営農相談課営農相談係
田中　淳一 購 買 部 生活課長 購 買 部 生産資材課長
佐藤はるみ 購 買 部 燃料課鶴居給油所係 購 買 部 生産資材課幌呂店係兼生活課幌呂店係

（令和３年６月１日付）
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調
査
役
　
生
産
資
材
課
鶴
居
店
調
査
役

　
　
　
畠
山
ゆ
か
理
　
坂
上
奨
真
　
斉
藤
早
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和
田
孝
子
　
守
屋
昌
子

　
　
　
鼻
和
健
太
郎
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子
　
柾
切
澤
由
紀
　
大
石
玲
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係
長
　
安
藤
資
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佐
藤
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田
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海
　
伏
見
説
子
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間
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子
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子
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子
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鈴
木
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一
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部
美
知
子
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子

新
保
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美

係
長
　
生
産
資
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課
音
別
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係
長
　
　
　
　
伊
藤
敏
弘
　
小
宮
山
一
昌

　
　
　
倉
内
佐
知
子
　
　
　
　
　
　
佐
藤
敏
美

係
長
　
橘
田
壮
則
　
小
野
村
大
　
石
動
孝
子

坂
本
文
子

係
長
　
若
狭
幸
男
　
佐
藤
智
恵

係
長
　
長
屋
英
俊
　
小
田
綾
香
　
笹
山
昭
男

山
田
晃
平
　
山
本
定
義

大
澤
拓
矢
　
　
　
　
　

渡
部
し
の
ぶ

　
　
　
　

　
　
　
田
中
正
則
　
木
村
　
翔
　
南
　
一
成

岡
田
雅
美
　
三
浦
治
久

　
　
　
　

係
長
　
西
川
　
健
　
若
狹
就
杜
　
山
本
将
平
　
武
田
早
苗

係
長
　
営
農
相
談
係
長
　

松
本
典
子
　
髙
野
早
苗

丸
子
啓
三
　
真
坂
賢
介

岡
本
和
仁

樋
口
淳
也
　
武
田
千
代
士

酒
井
久
仁
　
竹
本
　
誠

小
池
誠
二
　
宮
本
芳
枝

係
長
　
藤
原
静
雄

係
長
　
融
資
係
長
　
鈴
木
久
美
子

門
　
彩
夏
　
八
木
優
紀

今
野
佳
奈

係
長
　
堀
　
俊
夫
　
高
橋
　
卓
　
寺
澤
順
子
　
菊
地
雄
次

本
間
辰
也
　
寺
澤
文
葉

大
井
い
ず
み

課
長
　
生
産
資
材
課
幌
呂
店
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
勝
美
　
白
木
京
子

課
長
　
生
産
資
材
課
幌
呂
店
課
長

　
　
　
村
井
海
渡

成田　純哉
瀧澤　義一
對木　範誉

武藤　清隆 大坂　博文
藤澤　常行 折笠　文則

五十嵐政敏千葉　喜好 学識経験理事
白木　良雄 理　事　会 代表監事

齊藤　和弘
員外監事

寺下　信夫
常勤監事

石動　　稔監　事　会

総　　会

常務理事（信用担当）
白 木 良 雄

管 理 部
部 長 長谷川　 隆

金融共済部
部 長 丹 羽 　 満

営　農　部
部 長 春 日 　 守

畜産生産部
部　長 安藤　隆幸

購　　買　　部
部　長 西村　隆志

融
資
審
査
課

管

理

課

金

融

課

融

資

課

本
　
　
店

共

済

課

金
融
共
済
課

融
資
審
査
係

金

融

係

経
理
電
算
係

企
画
管
理
係

共

済

係

共
済
推
進
係

融

資

係

金
融
共
済
係

販
　
売
　
課

哺
育
育
成

セ
ン
タ
ー

幌
呂
育
成
牧
場

販

売

係

（
鶴
・
幌
担
当
）

販

売

係

（
音
・
白
担
当
）

家
畜
改
良
係

（
鶴
・
幌
担
当
）

家
畜
改
良
係

（
音
・
白
担
当
）

音
別
営
農
課

農
業
振
興
・
支
援
係

営
農
相
談
係

同
事
務
局

音
別
ヘ
ル
パ
ー

組
合
出
向

音
別
乳
検
出
向

白
糠
ヘ
ル
パ
ー

組
合
出
向

家
畜
改
良
課

木
村
武
靖
　
細
谷
香
織

係
長
　
農
業
支
援
係
長

係
長
　
山
本
　
悟
　
坪
田
典
子
　
青
山
　
楓

大
谷
結
衣
菜

係
長
　
成
戸
道
典
　
青
山
　
楓
　
大
谷
結
衣
菜

係
長
　
髙
井
佳
美

　
　
　
金
融
共
済
課
長
　
八
木
優
紀

係
長
　
共
済
係
長
　
長
屋
快
斗
　
門
脇
ち
か
子

係
長
　
野
々
村
典
亮
　
門
脇
ち
か
子
　
髙
山
春
花

　
　
　
手
塚
　
恵
　
村
上
千
春

　
　
　
林
　
稔
和
　
髙
野
早
苗

係
長
　
菅
田
喜
之
　
南
條
正
貴
　
辻
田
泰
貴
　
渕
上
恵
以
　
吉
田
　
剛

係
長
　
佐
々
木
直
敬
　
井
上
　
望
　
山
岸
教
平
　
饒
村
　
紫

係
長
　
松
原
清
美
　
行
田
祐
市
　
遠
藤
悠
人
　
武
田
早
苗

係
長
　
松
井
宏
篤
　
竹
田
颯
斗
　
小
原
直
志

課
長
　
位
下
光
広

課
長
　
海
田
　
治

課
長
　
大
石
雅
明

審
査
役 

石
渡
正
志

課
長
　
石
井
公
道

課
長
　
金
融
共
済
部
長
兼
務

課
長
　
増
川
純
仁

金
融
共
済
課

幌
呂
支
店

白
糠
支
店

音
別
支
店

音
白
ヘ
ル
パ
ー
・

乳
牛
検
定
組
合

合
同
事
務
局

金
融
共
済
係
　
　
　
北
川
和
美
　
金
森
彰
美

課
長
　
山
村
正
幸

課
長
　
高
田
栄
子

課
長
　
相
楽
孝
行

課
長

農
業
支
援
課
長
兼
務

係
長
　
野
々
村
峻
彦
　
松
本
典
子 

川
島
　
淳
　
山
形
友
行

令和３年６月１日 現在
■６月１日付辞令発令者
■６月１日付名称変更部署

㈱
ジ
ェ
イ
エ
ー
コ
ム
ズ

釧
路
西
部
Ｊ
Ａ
生
乳
共
同

検
査
運
営
協
議
会

高
橋
伸
幸

鶴
居
村
乳
牛
検
定
組
合

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

29
74

103
23
33

56
52

107

159

松
原
洋
子
　
山
本
雅
代
　
北
村
千
春
　
不
藤
佑
希
菜

農
業
支
援
課

営
農
相
談
課

白
糠
営
農
課

農
業
支
援
係

営
農
相
談
係

農
業
振
興
・
支
援
係

営
農
相
談
係
係
長
　
営
農
相
談
係
長
　
行
田
　
望

係
長
　
久
保
田
幸
彦
　
辻
野
忠
志

係
長
　
髙
野
明
徳
　
辻
野
忠
志 

課
長
　
手
塚
裕
明

課
長
　
田
中
郁
尚

課
長
　
鈴
木
郁
也

係
長
　
高
橋
　
綾
　
吉
河
太
成

農
業
振
興
課

農
業
振
興
係

課
長
　
鈴
木
英
智

係
長
　
農
業
振
興
課
長
　
眞
鍋
隆
宏
　
山
本
晃
平
　
西
塚
悠
人

金
融
共
済
課

金
融
共
済
係

総
　
務
　
係

融
　
資
　
係

課
長
　
矢
部
哲
也

準

準

兼兼

兼

兼兼 兼 兼

兼 兼兼共

準準準 準

準準 準 準

準準準準

準準

準準準準準準準準

準準準準準準

準準 準準

準準

準

準

準 準 兼

兼

準

準

共兼兼兼

兼

兼

兼

経
理
電
算
係

長
兼
務

室
長
　
松
䑓
恭
二

管
理
部
付

出
向
者

会 長 理 事
瀧　澤　義　一

管理金融共済委員会
委員長　五十嵐　政　敏

営 農 経 済 委 員 会
委員長　大　坂　博　文

融 資 協 議 会
委員長　對　木　範　誉

代表理事組合長
武　藤　清　隆

代 表 理 事 専 務
千　葉　喜　好

子

会

社

社

員
㈱
ジ
ェ
イ
エ
ー
コ
ム
ズ

㈳
釧
路
市
音
別
町

　 

農
業
振
興
公
社

係
長
　
池
田
直
哉

係
長

係
長
　
神
谷
　
治
　
阿
部
義
隆
　
小
野
寺
淳
子

生
産
資
材
課

白
　
糠
　
店

音
　
別
　
店

鶴
　
居
　
店

幌
　
呂
　
店

課
長
　
八
木
澤
祐
樹

係
長
　
平
川
秀
樹

調
査
役 

菊
地
　
仁

課
長
　
泉
　
力
男
　
村
井
海
渡

準準 準

準準

準

準

燃
　
料
　
課

白
糠
給
油
所

音
別
給
油
所

鶴
居
給
油
所

幌
呂
給
油
所

課
長
　
池
田
雅
利

係
長
　
田
村
貴
之
　
佐
藤
は
る
み
　
藤
田
　
空
　
上
垣
陽
依

鈴
木
義
紀

監

査

係

監

査

室

参　　事
坂　本　克　則

準

兼兼兼
兼

兼

生
　
活
　
課

幌
　
呂
　
店

音
　
別
　
店

鶴
　
居
　
店

課
長
　
田
中
淳
一

出
合
　
毅

11



調
査
役
　
生
産
資
材
課
鶴
居
店
調
査
役

　
　
　
畠
山
ゆ
か
理
　
坂
上
奨
真
　
斉
藤
早
苗
　
和
田
孝
子
　
守
屋
昌
子

　
　
　
鼻
和
健
太
郎
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子
　
柾
切
澤
由
紀
　
大
石
玲
奈

係
長
　
安
藤
資
章
　
佐
藤
智
恵

廣
田
勇
海
　
伏
見
説
子

平
間
富
恵
　
三
浦
優
子

野
々
村
智
恵
子
　
北
島
弓
子

深
瀬
道
博

鈴
木
幸
一

阿
部
美
知
子
　
熊
谷
郁
子

新
保
博
美

係
長
　
生
産
資
材
課
音
別
店
係
長
　
　
　
　
伊
藤
敏
弘
　
小
宮
山
一
昌

　
　
　
倉
内
佐
知
子
　
　
　
　
　
　
佐
藤
敏
美

係
長
　
橘
田
壮
則
　
小
野
村
大
　
石
動
孝
子

坂
本
文
子

係
長
　
若
狭
幸
男
　
佐
藤
智
恵

係
長
　
長
屋
英
俊
　
小
田
綾
香
　
笹
山
昭
男

山
田
晃
平
　
山
本
定
義

大
澤
拓
矢
　
　
　
　
　

渡
部
し
の
ぶ

　
　
　
　

　
　
　
田
中
正
則
　
木
村
　
翔
　
南
　
一
成

岡
田
雅
美
　
三
浦
治
久

　
　
　
　

係
長
　
西
川
　
健
　
若
狹
就
杜
　
山
本
将
平
　
武
田
早
苗

係
長
　
営
農
相
談
係
長
　

松
本
典
子
　
髙
野
早
苗

丸
子
啓
三
　
真
坂
賢
介

岡
本
和
仁

樋
口
淳
也
　
武
田
千
代
士

酒
井
久
仁
　
竹
本
　
誠

小
池
誠
二
　
宮
本
芳
枝

係
長
　
藤
原
静
雄

係
長
　
融
資
係
長
　
鈴
木
久
美
子

門
　
彩
夏
　
八
木
優
紀

今
野
佳
奈

係
長
　
堀
　
俊
夫
　
高
橋
　
卓
　
寺
澤
順
子
　
菊
地
雄
次

本
間
辰
也
　
寺
澤
文
葉

大
井
い
ず
み

課
長
　
生
産
資
材
課
幌
呂
店
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
勝
美
　
白
木
京
子

課
長
　
生
産
資
材
課
幌
呂
店
課
長

　
　
　
村
井
海
渡

成田　純哉
瀧澤　義一
對木　範誉

武藤　清隆 大坂　博文
藤澤　常行 折笠　文則

五十嵐政敏千葉　喜好 学識経験理事
白木　良雄 理　事　会 代表監事

齊藤　和弘
員外監事

寺下　信夫
常勤監事

石動　　稔監　事　会

総　　会

常務理事（信用担当）
白 木 良 雄

管 理 部
部 長 長谷川　 隆

金融共済部
部 長 丹 羽 　 満

営　農　部
部 長 春 日 　 守

畜産生産部
部　長 安藤　隆幸

購　　買　　部
部　長 西村　隆志

融
資
審
査
課

管

理

課

金

融

課

融

資

課

本
　
　
店

共

済

課

金
融
共
済
課

融
資
審
査
係

金

融

係

経
理
電
算
係

企
画
管
理
係

共

済

係

共
済
推
進
係

融

資

係

金
融
共
済
係

販
　
売
　
課

哺
育
育
成

セ
ン
タ
ー

幌
呂
育
成
牧
場

販

売

係

（
鶴
・
幌
担
当
）

販

売

係

（
音
・
白
担
当
）

家
畜
改
良
係

（
鶴
・
幌
担
当
）

家
畜
改
良
係

（
音
・
白
担
当
）

音
別
営
農
課

農
業
振
興
・
支
援
係

営
農
相
談
係

同
事
務
局

音
別
ヘ
ル
パ
ー

組
合
出
向

音
別
乳
検
出
向

白
糠
ヘ
ル
パ
ー

組
合
出
向

家
畜
改
良
課

木
村
武
靖
　
細
谷
香
織

係
長
　
農
業
支
援
係
長

係
長
　
山
本
　
悟
　
坪
田
典
子
　
青
山
　
楓

大
谷
結
衣
菜

係
長
　
成
戸
道
典
　
青
山
　
楓
　
大
谷
結
衣
菜

係
長
　
髙
井
佳
美

　
　
　
金
融
共
済
課
長
　
八
木
優
紀

係
長
　
共
済
係
長
　
長
屋
快
斗
　
門
脇
ち
か
子

係
長
　
野
々
村
典
亮
　
門
脇
ち
か
子
　
髙
山
春
花

　
　
　
手
塚
　
恵
　
村
上
千
春

　
　
　
林
　
稔
和
　
髙
野
早
苗

係
長
　
菅
田
喜
之
　
南
條
正
貴
　
辻
田
泰
貴
　
渕
上
恵
以
　
吉
田
　
剛

係
長
　
佐
々
木
直
敬
　
井
上
　
望
　
山
岸
教
平
　
饒
村
　
紫

係
長
　
松
原
清
美
　
行
田
祐
市
　
遠
藤
悠
人
　
武
田
早
苗

係
長
　
松
井
宏
篤
　
竹
田
颯
斗
　
小
原
直
志

課
長
　
位
下
光
広

課
長
　
海
田
　
治

課
長
　
大
石
雅
明

審
査
役 

石
渡
正
志

課
長
　
石
井
公
道

課
長
　
金
融
共
済
部
長
兼
務

課
長
　
増
川
純
仁

金
融
共
済
課

幌
呂
支
店

白
糠
支
店

音
別
支
店

音
白
ヘ
ル
パ
ー
・

乳
牛
検
定
組
合

合
同
事
務
局

金
融
共
済
係
　
　
　
北
川
和
美
　
金
森
彰
美

課
長
　
山
村
正
幸

課
長
　
高
田
栄
子

課
長
　
相
楽
孝
行

課
長

農
業
支
援
課
長
兼
務

係
長
　
野
々
村
峻
彦
　
松
本
典
子 

川
島
　
淳
　
山
形
友
行

令和３年６月１日 現在
■６月１日付辞令発令者
■６月１日付名称変更部署

㈱
ジ
ェ
イ
エ
ー
コ
ム
ズ

釧
路
西
部
Ｊ
Ａ
生
乳
共
同

検
査
運
営
協
議
会

高
橋
伸
幸

鶴
居
村
乳
牛
検
定
組
合

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

29
74

103
23
33

56
52

107

159

松
原
洋
子
　
山
本
雅
代
　
北
村
千
春
　
不
藤
佑
希
菜

農
業
支
援
課

営
農
相
談
課

白
糠
営
農
課

農
業
支
援
係

営
農
相
談
係

農
業
振
興
・
支
援
係

営
農
相
談
係
係
長
　
営
農
相
談
係
長
　
行
田
　
望

係
長
　
久
保
田
幸
彦
　
辻
野
忠
志

係
長
　
髙
野
明
徳
　
辻
野
忠
志 

課
長
　
手
塚
裕
明

課
長
　
田
中
郁
尚

課
長
　
鈴
木
郁
也

係
長
　
高
橋
　
綾
　
吉
河
太
成

農
業
振
興
課

農
業
振
興
係

課
長
　
鈴
木
英
智

係
長
　
農
業
振
興
課
長
　
眞
鍋
隆
宏
　
山
本
晃
平
　
西
塚
悠
人

金
融
共
済
課

金
融
共
済
係

総
　
務
　
係

融
　
資
　
係

課
長
　
矢
部
哲
也

準

準

兼兼

兼

兼兼 兼 兼

兼 兼兼共

準準準 準

準準 準 準

準準準準

準準

準準準準準準準準

準準準準準準

準準 準準

準準

準

準

準 準 兼

兼

準

準

共兼兼兼

兼

兼

兼

経
理
電
算
係

長
兼
務

室
長
　
松
䑓
恭
二

管
理
部
付

出
向
者

会 長 理 事
瀧　澤　義　一

管理金融共済委員会
委員長　五十嵐　政　敏

営 農 経 済 委 員 会
委員長　大　坂　博　文

融 資 協 議 会
委員長　對　木　範　誉

代表理事組合長
武　藤　清　隆

代 表 理 事 専 務
千　葉　喜　好

子

会

社

社

員
㈱
ジ
ェ
イ
エ
ー
コ
ム
ズ

㈳
釧
路
市
音
別
町

　 

農
業
振
興
公
社

係
長
　
池
田
直
哉

係
長

係
長
　
神
谷
　
治
　
阿
部
義
隆
　
小
野
寺
淳
子

生
産
資
材
課

白
　
糠
　
店

音
　
別
　
店

鶴
　
居
　
店

幌
　
呂
　
店

課
長
　
八
木
澤
祐
樹

係
長
　
平
川
秀
樹

調
査
役 

菊
地
　
仁

課
長
　
泉
　
力
男
　
村
井
海
渡

準準 準

準準

準

準

燃
　
料
　
課

白
糠
給
油
所

音
別
給
油
所

鶴
居
給
油
所

幌
呂
給
油
所

課
長
　
池
田
雅
利

係
長
　
田
村
貴
之
　
佐
藤
は
る
み
　
藤
田
　
空
　
上
垣
陽
依

鈴
木
義
紀

監

査

係

監

査

室

参　　事
坂　本　克　則

準

兼兼兼
兼

兼

生
　
活
　
課

幌
　
呂
　
店

音
　
別
　
店

鶴
　
居
　
店

課
長
　
田
中
淳
一

出
合
　
毅
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　ＪＡバンクでは、次世代を担う子供たちに向けた
食農教育への支援として、補助教材本「農業とわた
したちのくらし」、および教材本の理解をより深める
ためのＤＶＤを作成し、全道の小学校・特別支援学校
に贈呈する「ＪＡバンク食農教育
応援事業」を毎年実施していま
す。令和３年度においても、北海
道教育委員会等のご理解、ご協
力のもと、全道1,020校の小学５
年生（約４万人）、18校の特別支
援学校へ、道内各地のＪＡを通じ
て教材本等の贈呈を行いました。

　北海道厚生連本部のオフィスでは、今年度よ
りＪＡで生産されたお花を飾っております。
　彩りあざやかなお花があると雰囲気が華や
ぎ、活力が湧いてきます。
　綺麗なお花は生産者さま
の苦労によって在るものと
いう感謝を忘れ
ずに、日々業務
に励んでまいり
ます。

　ＪＡ共済では、『「医療共済メディフル」資料
請求キャンペーン』を実施しております。ＪＡ
共済ホームページから「医療共済メディフル」
の資料をご請求いただいた方に、有村架純さん・
浜辺美波さんが表紙の「オリジナルＡ５ノート」
をもれなくプレゼントしております。キャン
ペーン第１期は令和３年９月30日㈭までです。
　この機会にＪＡ共済のホームページにアクセス
いただけますようお待
ちしております！

ＪＡ共済ホームページアドレス
https://www.ja-kyosai.or.jp/

　ホクレンはこのほど、社会貢献活動の一環とし
て、北海道日本ハムファイターズと共同で、札幌
市内の児童養護４施設の子どもたちに、公式戦の
チケットなどをプレゼントしました。贈呈セレモ
ニーでは、ホクレンの箱石文祥専務がチケットの
目録を、またファイターズのマスコットキャラク
ターのＢ・Ｂが、田中賢介ス
ペシャルアドバイザーの直
筆メッセージ付きサイン色
紙やファイターズグッズを児
童・生徒代表に手渡しました。

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介
します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　酪農学園大学とＪＡ北海道中央会は、４月15日に調印式を行い、相互連携協力を推進する協定を
締結いたしました。この協定は、学生と生産者の学外農場実習に係る事業連携・協力を行うことで、
教育と農作業支援の両立を図り、ひいては学術の振興及び農業の発展並びに地域社会の活性化に資
することを目的としています。
　具体的な取り組み内容としては、酪農学園大学が実
施する学外農場実習について、ＪＡグループ北海道が
実習先の農場を紹介する予定としており、これによっ
て、100名以上の学生が学業と農業を並行して経験す
る「パラレルノーカー」にチャレンジすることにもつ
ながります。また、酪農学園大学がこれまでの研究で
得た環境分野・酪農畜産分野・循環農学分野に関する
知識や技術を活用し、スマート農業の普及についても
協力して取り組みます。

13



　日頃よりＪＡバンクをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　さて、令和３年10月１日より、提携ＡＴＭ（ローソン銀行）のＡＴＭ利用に係る手数料
を改定しますので、下記の通りお知らせいたします。
　なお、今回の改定に伴う当ＪＡのＡＴＭや、他の提携ＡＴＭのご利用手数料に変更は
ございません。
　今後もお客さまにご満足いただける商品・サービスの提供に努めてまいりますので、
変わらぬご愛顧を賜りますよう、心よりお願い申しあげます。

１．改　定　⽇　　令和３年10月１日（金）
２．改定内容

ＪＡからのおしらせ

 
釧路丹頂農業協同組合 

 
 

JA バンク提携 ATM のご利⽤⼿数料の改定について 
 
 

⽇頃よりＪＡバンクをご利⽤いただき、誠にありがとうございます。 
 さて、令和 3 年 10 ⽉ 1 ⽇より、提携ＡＴＭ（ローソン銀⾏）のＡＴＭ利⽤に係る⼿
数料を改定しますので、下記の通りお知らせいたします。 
 なお、今回の改定に伴う当ＪＡのＡＴＭや、他の提携ＡＴＭのご利⽤⼿数料に変更は
ございません。 

 
今後もお客さまにご満⾜いただける商品・サービスの提供に努めてまいりますので、

変わらぬご愛顧を賜りますよう、⼼よりお願い申しあげます。 
 
１．改定⽇ 
   令和 3 年 10 ⽉ 1 ⽇（⾦） 
 
２．改定内容 

 
 
 

提携先 ご利用日 ご利用時間 
ご利用手数料（税込） 

改定前 改定後 

ローソン銀行 

 

平日 
8：45～18：00 0 円 110 円 

その他の時間帯 110 円 220 円 

土曜日 
9：00～14：00 0 円 110 円 

その他の時間帯 110 円 220 円 

日曜・祝日 終日 110 円 220 円 

 
釧路丹頂農業協同組合 

 
 

JA バンク提携 ATM のご利⽤⼿数料の改定について 
 
 

⽇頃よりＪＡバンクをご利⽤いただき、誠にありがとうございます。 
 さて、令和 3 年 10 ⽉ 1 ⽇より、提携ＡＴＭ（ローソン銀⾏）のＡＴＭ利⽤に係る⼿
数料を改定しますので、下記の通りお知らせいたします。 
 なお、今回の改定に伴う当ＪＡのＡＴＭや、他の提携ＡＴＭのご利⽤⼿数料に変更は
ございません。 

 
今後もお客さまにご満⾜いただける商品・サービスの提供に努めてまいりますので、

変わらぬご愛顧を賜りますよう、⼼よりお願い申しあげます。 
 
１．改定⽇ 
   令和 3 年 10 ⽉ 1 ⽇（⾦） 
 
２．改定内容 

 
 
 

提携先 ご利用日 ご利用時間 
ご利用手数料（税込） 

改定前 改定後 

ローソン銀行 

 

平日 
8：45～18：00 0 円 110 円 

その他の時間帯 110 円 220 円 

土曜日 
9：00～14：00 0 円 110 円 

その他の時間帯 110 円 220 円 

日曜・祝日 終日 110 円 220 円 
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JA バンク提携ATMのご利⽤⼿数料の改定について

提携先 ご利用日 ご利用時間 ご利用手数料（税込）
改定前 改定後

ローソン銀行

平　日
8：45 ～ 18：00 0円 110円
その他の時間帯 110円 220円

土曜日
9：00 ～ 14：00 0円 110円
その他の時間帯 110円 220円

日曜・祝日 終　日 110円 220円

鶴居事務所改修工事のお知らせ

　この度、鶴居事務所の防水・外壁改修工事を実施させて頂くこととなりました。
改修工事に伴い、大変ご迷惑とご不便をお掛け致しますが工事完了までの間、何
卒ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　尚、事務所は通常業務を致しております。

１．工事期間　　令和３年７月１日 ～ 令和３年10月31日

２．注意事項　　○ 事務所廻りに足場を設置しています。
　　　　　　　　○ 工事作業員が出入りします。



非接触型自動体温計と消毒液の
オートディスペンサーを設置しました

消毒液のオートディスペンサー 非接触型自動体温計
　

６
月
11
日
よ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
対
策
と
し
て
鶴
居

事
務
所
正
面
玄
関
に

非
接
触
型
自
動
体
温

計
と
消
毒
液
の
オ
ー

ト
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

を
設
置
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
Ｊ
Ａ
関
連

施
設
を
安
心
し
て
活

用
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
Ｊ
Ａ
共
済
連

北
海
道
よ
り
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
体
温
の
管
理
や

手
指
の
消
毒
は
非
常

に
大
切
な
事
で
す
の

で
、
皆
様
も
Ｊ
Ａ
に

訪
れ
た
際
は
、
消
毒

と
検
温
に
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

※Jミルクホームページより転載

ビールに。ササッと作れるミルクおつまみ
チキンソテーおしんこタルタル添え

　

【作り方】
1.　鶏もも肉にしょうゆ、塩、こしょうをまぶして、
30分間ほどおいてから水分をふき取り、強力粉
をまぶして焼く。

2.　タルタルソースを作る。しば漬け、たくあん、た
まねぎ、細ねぎ、ゆで卵をみじん切りにし、白ご
ま、マヨネーズ、生クリーム、レモン汁と混ぜ
る。チキンソテーに添える。

今月のミルク
レシピ

材　料（４人分）

鶏もも肉	 1枚	 塩、こしょう	 各少々
しょうゆ	 大さじ1	 強力粉	 適量

＜タルタルソース＞
しば漬け・たくあん	各20g	 白ごま	 大さじ1/2
たまねぎ	 10g	 マヨネーズ	 50g
細ねぎ	 2本	 生クリーム	 20ml
ゆで卵	 1コ	 レモン汁	 小さじ1
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今回の答えは７月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

1 2 6 11 12５月号の答え

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし ５月の答え

・つぶやきコーナー

・3150 さん　・あちゃん めちゃん さん　・Tさんおめでとうございます!! 5月号の当選者

・�わかった�まちがいさがし�ヤサイいっぱいたべて、モウ

モウモグモグドレッシングかけて

　さあ夏のあつさにまけないようにいこー

（あちゃんめちゃん）

・�北海道の酪農の発展と組合員を守る為にこれからも頑

張って下さい。� （匿名）

・いよいよシーズン到来！半年頑張るぞ！！�（3150さん）

・�先日、うちの猫が家出してしまい、農協のお店の方々に

は、大変お世話になりました。

　無事帰ってきました。本当にありがとうございました。

� （ココ＆くろさん）

・６月は１年の真ん中です!!�がんばろう!!� （でこちゃん）

・衣替えの季節ですね！� （Ｙさん）

1 籠の持ち手の形が違う　2 屋上の部屋がない　6 弟の口の大きさが違う
11 小鉢の数が違う　12 ドレッシングの絵がタマネギから大葉になっている

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所�管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って
いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2021年7月16日まで
　当選者の発表は7月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。
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■
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釧
路
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頂
農
業
協
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管
理
部
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理
課
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3
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発
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■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱ ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□ 今回より広報誌の編集を担当します管理部の山本です。
今後取材等でお世話になることもあるかと思いますので、どうぞよろしくお願い致します。
さて通常総会も終了し、牧草の収穫作業など、農作業の繁忙期を迎える季節となり
ましたが、作業中の事故にはくれぐれもご注意ください。少しの油断が大きな事故
へ繋がることもありますので、休憩などをこまめに取りながら安全第一事故がない
事を願っております。
新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言が解除となり、まんえん防止等重点
措置に移行いたしましたが、まだまだ自粛期間が続きますので、マスクの着用等感
染対策を徹底していきましょう。（山本）

■令和３年度 　生乳生産実績（４月）
月計乳量（kg） ４月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,778,002.2 103.9 8,778,002.2 103.9
鶴 居 地 区 3,304,254.7 102.5 3,304,254.7 102.5
幌 呂 地 区 2,511,975.3 110.6 2,511,975.3 110.6
白 糠 地 区 1,555,613.2 99.2 1,555,613.2 99.2
音 別 地 区 1,406,159.0 101.2 1,406,159.0 101.2

管 内 計 44,498,464.8 100.3 44,498,464.8 100.3
（前年度管内計） 44,385,230.4 44,385,230.4

■令和３年度 　生乳生産実績（５月）
月計乳量（kg） ５月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,387,006.5 106.1 18,165,008.7 105.0
鶴 居 地 区 3,505,196.9 103.3 6,809,451.6 102.9
幌 呂 地 区 2,687,103.4 112.9 5,199,078.7 111.8
白 糠 地 区 1,673,508.2 103.0 3,229,121.4 101.1
音 別 地 区 1,521,198.0 104.9 2,927,357.0 103.1

管 内 計 47,309,818.9 101.3 91,808,283.7 100.8
（前年度管内計） 46,723,774.9 91,109,005.3

理　事　会　報　告
5月定例理事会　令和３年５月31日（月）

報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．４月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．—ＪＡにおけるマネロンガイドラインとのギャップ分

析結果の報告について
６．決算状況について

—付議事項　 
議案第１号　—行政庁に提出する業務報告書及び連結業務

報告書について
議案第２号　—組合業務及び財産（連結含む）の状況に関

する情報開示について
議案第３号　出資配当金に対する出資への増口について
議案第４号　—令和元年度畜産・酪農収益力強化整備等特

別対策事業（機械導入事業）の承認について

議案第５号　—令和２年度畜産・酪農収益力強化整備等特
別対策事業（機械導入事業）の承認について

議案第６号　固定資産の取得について
議案第７号　建設委員会への委任について
議案第８号　理事の報酬の配分について
議案第９号　—子会社—株式会社—ジェイエーコムズの代表

取締役—代表辞任に伴う後任代表候補者に
ついて

その他協議事項　 
１．—春季地区懇談会および第15回通常総会における意
見・要望等について

２．—「持続可能な北海道農業の確立に関する組織討議」「令
和４年度酪農畜産政策価格対策」及び「次期生乳安
定生産対策の検討に係る取り進め」に係るＪＡの意
見集約について

３．当面の業務日程について

お詫びと訂正
　５月号３頁の女性部新役員写真下の氏名に誤りがございました。お詫び申し上げますとともに、改めて
訂正させて頂きます。
　（誤）武藤佳子理事　→（正）武藤桂子理事


